
ミニボーグ６７ＦＬ　システムチャート④　　～ＬＭＦ-１編～

絞り M75
[7075]

カメラマウント
ホルダー M

[7000]

レンズ交換式
カメラボディ

ボーグ
カメラマウント

各社用

※１

1.4 倍
テレコンバーター

GR [7215]

1.4 倍
テレコンバーター

DG [7214]

カメラマウント
ホルダー M

[7000]

レンズ交換式
カメラボディ

ボーグ
カメラマウント

各社用

※１※２

M57/60
延長筒 S
[7602]

■　1.4 倍テレコンバーター DG [7214] を
　　 併用して撮影する場合

■　マルチフラットナー 1.08xDG [7108] を
　　 併用して撮影する場合

■　 LMF-1 を併用して撮影する場合

■　1.4 倍テレコンバーター GR [7215] を
　　 併用して撮影する場合

■　レデューサー 0.85xDG [7885] を
　　 併用して撮影する場合

80φL100mm 鏡筒
(BK) [7101]

ミニボーグ 67FL
対物レンズ
[2567/2568]

LMF-1 [9868]

ボーグ
カメラマウント

各社用

レンズ交換式
カメラボディ

※１

※３

ミニボーグ 67FL
対物レンズ
[2567/2568]

※３

※３　本システムでは、 67FL 対物レンズ用ラッパは使用しません。

■　LMF-1 を併用して眼視する場合

※３　本システムでは、 67FL 対物レンズ用ラッパは使用しません。

※　絞り M75 を [7075] 使用すると無限遠に合焦しません。

カメラマウント
ホルダー M

[7000]

※１　ミラーレス一眼カメラを使用する場合は、 2 ページの図の通りに [7921] や [7922] などをご使用ください。
　　　 これらを使用しないと、 ピントが合わない、 補正レンズの性能が出ないなど弊害があります。

※２　1.4 倍テレコンバーター DG [7214] はレンズ径が小さいため、 若干光量のロスが生じます。
　　　 光量をフルに生かすには、 レンズ径の大きい 1.4 倍テレコンバーターＧＲ [7215] をご使用ください。
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Ｍ77.6→M68.8AD
[7801]

マルチフラットナー
1.08xDG [7108]

レンズ交換式
カメラボディ

ボーグ
カメラマウント

各社用

※１

M57→M49.8
ADSS [7923]

M57 回転装置 DX
[7352]

80φL100mm 鏡筒
(BK) [7101]

80φL150mm 鏡筒
[7150/7151]

LMF-1 [9868]
Ｍ77.6→M68.8AD

[7801]

LMF-1 [9868]
Ｍ77.6→M68.8AD

[7801]

M57 回転装置 DX
[7352]

レンズ交換式
カメラボディ

ボーグ
カメラマウント

各社用

※１

レデューサー 0.85xDG
[7885]

31.7 ミリφアイピース
LMF-1 用

付属アダプター

31.7 ミリ
　　　天頂プリズム

[7318]

31.7 ミリφアイピース



[5014]

[5010]
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[5002]～[5009]、[50021]

[7922][7921]

[7922][7921]

[7921]

[7921][7879]

M49.8ネジを有するパーツ
（例　[7885]、[7704]）

ミラーレス一眼カメラを使用する場合は、フランジバック調整用の延長筒を併用します。
これらの延長筒が無いと、テレコンバーターやレデューサーなどの補正レンズを使用する場合に、本来の性能が出なくなります。
直焦点撮影の場合は延長筒なしでも

※１　直焦点撮影時は、[7921]などが無くても
　　　 ピントが合う場合があります。

一眼レフカメラ使用時は、延長筒などは不要です。直焦点撮影※１

テレコンバーター使用時

[７９２３]併用前提とする補正レンズ
（例　[7108]、[7870]

[7000]

各
種
対
物
レ
ン
ズ
側

[7923]

ペンタックスQ
カメラボディ

一眼レフ
カメラボディ

ミラーレス一眼
カメラボディ

フォーサーズ
カメラボディ

[5011～5013]、[5015～5017]

各種カメラ別組み合わせ例
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